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飯
山
市
に
と
っ
て
歴
史
的
な
一

日
と
な
っ
た
平
成
27
年
3
月
14
日

の
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
の
開
業
か

ら
１
年
。

　
３
月
13
日
、
飯
山
駅
と
飯
山
市

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
一
周
年
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
お

客
さ
ま
が
来
場
し
、
開
業
一
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

　

駅
で
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
足
立
市
長
は
「
首
都
圏
、

北
陸
圏
と
つ
な
が
れ
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
伸
展
も
相
ま
っ
て
土
日
の

飯
山
駅
は
外
国
の
駅
や
地
方
の
空

港
か
と
思
う
よ
う
な
大
勢
の
外
国

人
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
グ
リ
ー

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
か
ら
１
年

ン
期
で
も
大
勢
の
お
客
さ
ま
を
迎

え
入
れ
た
い
。
飯
山
線
と
の
連
携

も
重
要
で
あ
り
、
秋
に
は
Ｓ
Ｌ
の

運
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域

の
資
源
を
大
い
に
活
用
し
、
こ
の

地
域
に
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け

る
魅
力
の
開
発
と
発
信
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

続
い
て
千
曲
市
の
甘
利
善
一
さ
ん

が
制
作
し
た
鉄
道
模
型
の
披
露

と
、
甘
利
さ
ん
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
模
型

は
金
沢
方
面
か
ら
飯
山
駅
に
入
線

す
る
新
幹
線
を
表
現
し
た
１
６
０

分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
で
、
現

在
は
飯
山
駅
１
階
の
観
光
案
内
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
市
在
住
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
、
絵
本
作
家
の
藤
岡

牧
夫
さ
ん
が
制
作
し
た
絵
画
「
五

岳
の
風
」
も
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

に
展
示
さ
れ
、
藤
岡
さ
ん
が
信
越

自
然
郷
と
北
信
五
岳
の
絵
に
乗
せ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
業
後
は
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
、
旅
行
や
帰

省
な
ど
で
新
幹
線
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ

た
。
冬
期
間
は
外
国
人
の
方

が
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
た
め
に
こ
の
駅
を
利
用

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
1

月
か
ら
は
日
本
人
の
方
の
利

用
も
多
く
、
こ
れ
は
予
想
以

上
で
し
た
。
新
幹
線
が
通
っ

て
い
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の

利
用
者
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
で
は
来
年
７
月
か

ら
行
わ
れ
る
、
デ
ィ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
向
け
、
自
治
体
や
観
光

事
業
者
と
と
も
に
今
年
１

年
で
、
い
い
仕
組
み
作
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
冬
だ
け
で

は
な
く
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
利
用
者
増
に
つ
な
が
っ
て

い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
飯
山
駅　

細
野
修 

駅
長

関係機関の方に新幹線開業から1年を
　振り返っていただきました

開
業
１
周
年
を
記
念 

地
域
の
貴
重
な
資
源
を
活
用
し
た

   「
ブ
ナ
の
実
羊
羹
」
完
成
お
披
露
目
式

　

同
日
、
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス
で
は
一

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
先
駆
け
て
、

飯
山
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た「
ブ

ナ
の
実
羊
羹
」
の
完
成
お
披
露
目

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
羊
羹
は
、
シ
ニ
ア
大
学
卒
業

生
の
足
立
幸
子
さ
ん
の
呼
び
か
け

の
も
と
、
信
州
大
学
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
し
、
信
州

い
い
や
ま
観
光
局
が
商
品
化
し
た

も
の
で
、
貴
重
な
ブ
ナ
の
実
を
使
っ

て
い
る
た
め
数
量
限
定
と
な
り
ま

す
が
、
飯
山
の
土
産
品
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

生産に携わった方々が試食を行いました

甘利善一さんが制作した鉄道模型

斑
尾
高
原
観
光
協
会　

佐
藤
豊 

事
務
局
長

　
こ
の
冬
の
斑
尾
高
原
の
入

り
込
み
は
、
少
雪
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
全
体
的
に
は

も
う
一
息
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
新
幹
線
を
利
用

し
て
駅
か
ら
バ
ス
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
さ
ま
に
つ
い
て

は
確
実
に
増
え
ま
し
た
。
バ

ス
に
乗
り
切
れ
ず
、
１
台
増

車
し
、
対
応
し
て
も
ら
っ
た

時
期
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

や
は
り
、
新
幹
線
を
降
り
て

30
分
弱
で
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

が
楽
し
め
る
と
い
う
環
境
は

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
魅
力
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

新
幹
線
開
通
に
よ
り
、

あ
る
県
の
中
学
校
数
校
が

斑
尾
を
修
学
旅
行
の
ル
ー
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
も
含
め
て
グ
リ
ー
ン
期

も
新
幹
線
の
新
し
い
可
能

性
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

長
電
バ
ス　
光
頭
芳
次 

運
転
士

　

私
は
急
行
斑
尾
・
赤
倉

線
を
運
転
し
ま
す
が
、
冬
期

の
特
に
週
末
は
大
勢
の
観
光

客
の
方
を
駅
か
ら
斑
尾
方

面
に
お
送
り
し
ま
し
た
。
以

前
は
長
野
駅
か
ら
発
車
す

る
バ
ス
で
あ
っ
た
た
め
、
乗

車
さ
れ
た
お
客
さ
ま
か
ら
は

乗
車
時
間
も
短
く
、
便
利

に
な
っ
た
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　

冬
は
駅
周
辺
に
も
大
勢

の
方
が
い
て
、
１
月
か
ら
２

月
ま
で
は
斑
尾
方
面
、
３
月

か
ら
は
学
校
が
休
み
に
な
る

た
め
戸
狩
温
泉
方
面
に
行

く
学
生
の
お
客
さ
ま
が
多

か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。

　

斑
尾
高
原
か
ら
先
に
行

く
と
狭
い
道
路
も
あ
り
、
お

客
さ
ま
が
大
勢
乗
っ
て
い
る

と
特
に
神
経
を
使
い
ま
す

が
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
運
転
業
務
に
張

り
合
い
を
感
じ
ま
す
。

藤岡牧夫さんが描かれた「五岳の風」

甘利善一さん

藤岡牧夫さん

有志で歌う会の皆さんの合唱が
観光交流センター内に響き渡りました
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開
業
１
周
年
を
祝
う
と
と
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
基
点
駅
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　
な
ち
ゅ
ら
会
場
︱

　
３
月
13
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
で
は
、
北
陸
新

幹
線
開
業
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
今
後
、
よ
り
一
層

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
基
点

駅
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ

る
飯
山
駅
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
ホ
ー
ル
で
は
昨
年
11
月
、

信
越
自
然
郷
と
フ
レ
ン
ド
エ
リ

ア
と
し
て
の
調
印
を
交
わ
し
た

モ
ン
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
の
辰
野
勇

代
表
が
講
演
。「
野
遊
び
の
ス

ス
メ 

～
活
き
る
力
を
育
む
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
～
」
と
題
し
、

自
身
の
体
験
を
振
り
返
り
な
が

南口広場のクライミングタワーには 375 人のお客さまが挑戦

アウトドアの楽しさを語るモンベルグループ辰野勇会長

大勢の方がアウトドアに関心を持ち来場されました

「日本のふるさと」を熱唱する河口恭吾さん

さまざまな屋台が出店した多目的ルームは
お昼時を中心にたいへんにぎわいました

広場東側の池ではカヌーの試乗体験が行われ
子どもたちの楽しい声が響いていました

北陸新幹線飯山駅開業１周年記念イベント  関連イベントにも大勢のお客さまが

　「木の温もりを感じる日、人の温もりを感じる日」をテーマに北陸新幹線飯山
駅開業 1 周年記念イベントの関連イベントとして、3 月 12 日になちゅらで行わ
れた、Iiyama-ennichi ～いいやま縁日～にも大勢のお客さまが来場しました。
　平土間形式となった大ホールでは、6 月に行われる全国植樹祭応援イベント

「信州の木フォーラム」が行われ、ステージでは木島小４年生によるコカリナ演
奏や、なちゅら設計者からのメッセージ、屋台プロジェクト仕掛け人の南雲勝
志さんの講演などが行われました。
　人々が行き交うナカミチでは福寿町区の皆さんによるもちつきやもちのふる
まいが行われたり、屋台が登場し
ました。また、多目的ルームにも
飲食店が並び、大いに木の温もり、
人の温もりを感じられるイベント
になりました。
　多目的ルームでは若者会議によ
る「若（ワケ）ショック」が開催
されたこともあり、多くの若者も
なちゅらに来場しました。

6 月に行われる全国植樹祭を PR

木島小 4 年生のコカリナ演奏福寿町区の皆さんによるもちつき

―若者同士が住みよい町について語り合う―
　この日、多目的ルームでは飯山市若者会議（鷲森秀樹会長）が主催する「若
ショック（ワケショック）」が開催されました。
　このイベントは市内に住む若者と、市内を中心に精力的に活動している若
者が対談。飯山市の魅力やまちづくりを若者目線で、明確な目的は掲げずに
ざっくばらんに語り合おうという企画で、若者会議メンバーの 2 人の司会を
交えて、2、3 人に分かれた 5 組が、それぞれの考えを話し合いました。
　冒頭で足立市長は「若者と直接話す機会は少ないので、悩みや取り組んで
いることなど思いを教えてほしい」とあいさつしました。
　太田地区の足立崇さん（34 歳）と飯山地区の高橋佑生さん（21 歳）は大
人と若者の「信頼」関係について話がおよび、「何かを言ったら否定されるの
ではないかと消極的になっている若者が多い」「大人は結果を先に見るのでは
なく、もっと若者の〝やってみてから ″ という感覚を温かく見守ってあげる
必要があるのでは」「若者、大人がお互い『信頼』し合えるようになれば、こ
の地域からもっとすばらしい魅力が生まれる」などの意見が出されました。
　若者会議の鷲森会長は「このような場で若者会議以外の方からもいろいろ
なアイディアを吸い上げまちづくりに生かせるよう市に提言していきたい」
と話し、今後も地域の活性化のため、さまざまなイベントを企画していきた
いと考えているそうです。　若者がこたつにあたりながら熱く語り合いました

若ショック開催
ワ ケ

辰野勇会長（左）、C.W. ニコルさん（中央）、河口恭吾さん（右）
お三方それぞれのアウトドアに対する思いが語られたトークセッション

館内の体験コーナーにも多くの親子連れが訪れ
楽しいひと時を過ごしていました

ら
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
辰
野
さ
ん
、
小
説

家
で
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
信
濃

町
在
住
の
Ｃ
．Ｗ
．ニ
コ
ル
さ
ん
、

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
金
賞
な
ど

を
受
賞
、
紅
白
歌
合
戦
に
も
出

場
し
た
歌
手
の
河
口
恭
吾
さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
河

口
恭
吾
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
の

締
め
く
く
り
と
し
て
歌
っ
た
の

は
信
越
自
然
郷
の
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
と
し
て
河
口
さ
ん
が
書
き

下
ろ
し
た
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」

と
い
う
曲
で
、
壮
大
な
自
然
を

意
識
し
た
曲
調
に
河
口
さ
ん
の

透
き
通
っ
た
歌
声
が
乗
り
、
正

に
こ
の
地
を
連
想
さ
せ
る
素
晴

ら
し
い
曲
で
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ナ
カ
ミ
チ
や
、
多
目
的
ル
ー

ム
で
は
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ウ

ト
ド
ア
フ
ェ
ア
、
飲
食
店
の
屋

台
な
ど
が
、
南
口
広
場
で
は
高

さ
約
6
ⅿ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
タ

ワ
ー
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、
終
日
、
家
族
連
れ
の
お

客
さ
ま
な
ど
、
大
勢
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

北陸新幹線飯山駅開業１周年記念イベント  関連イベントにも大勢のお客さまが

　「木の温もりを感じる日、人の温もりを感じる日」をテーマに北陸新幹線飯山

Iiyama-ennichi ～いいやま縁日～
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会　計　名 予算額 前年度比 会　計　名 予算額 前年度比
公共下水道事業特別会計 8 億 1,204 万円 9.6％㆘　 農業集落排水事業特別会計 3 億 3,320 万円 5.9％㆖
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 29 億 9,530 万円 1.1％㆖　 介 護 保 険 特 別 会 計 27 億 4,685 万円 1.4％㆖
特 定 環 境 保 全
公共下水道事業特別会計 4 億 534 万円 14.9％㆖　 ケ ー ブ ル

テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 2 億 4,671 万円 0.5％㆘

福祉企業センター特別会計 4,760 万円 3.0％㆖　 後期高齢者医療特別会計 2 億 4,740 万円 1.8％㆖
簡 易 水 道 等 特 別 会 計 1 億 9,630 万円 20.9％㆖　 駐 車 場 事 業 特 別 会 計 2,190 万円 12.7% ㆘
介 護 サ ー ビ ス 事 業 721 万円 4.1％㆘　 水 道 事 業 会 計 5 億 7,865 万円 1.2％㆖

　

飯
山
市
の
平
成
28
年
度
予
算
が
、

市
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
３
６
億
７
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
比
５・６
㌫
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
を
前
年
度

よ
り
１
億
円
増
の
23
億
円
、
地
方

交
付
税
を
3
億
２
０
０
０
万
円
減
の

46
億
２
０
０
０
万
円
計
上
し
、
不
足

分
を
市
債
お
よ
び
基
金
取
り
崩
し
に

よ
る
繰
入
金
で
対
応
す
る
予
算
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
新
幹
線
時
代
の
飯
山
市

づ
く
り
を
基
本
方
針
に
位
置
付
け
た

飯
山
市
総
合
戦
略
に
お
け
る
「
地
域

経
済
の
活
性
化
・
雇
用
創
出
」「
若

者
定
住
・
移
住
定
住
推
進
」「
子
育

て
支
援
・
次
世
代
育
成
」「
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
の
４
つ
の
柱
と
、
飯
山
市
第
５

次
総
合
計
画
・
基
本
構
想
で
掲
げ
る

将
来
都
市
像
の
﹃
自
然
と
共
生
す
る

豊
か
な
暮
ら
し
「
技
と
縁
の
ま
ち
飯

山
」﹄
を
実
現
す
る
た
め
の
6
つ
の
基

本
的
な
方
向
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

特別会計等の予算

予算款別 予算額 前年度比
議 会 費 1 億 2,508 万円 8.8％ ㆘
総 務 費 25 億 5,886 万円 1.2％ ⇧
民 生 費 31 億 7,308 万円 3.0％ ⇧
衛 生 費 8 億 1,042 万円 7.6％ ㆘
農林水産業費 7 億 4,625 万円 20.6％ ⇧
商 工 費 8 億 4,167 万円 4.6％ ㆘
土 木 費 23 億 5,628 万円 29.0％ ㆘
消 防 費 4 億 3,379 万円 3.2％ ㆘ 
教 育 費 14 億 7,411 万円 1.3％ ㆘
災害復旧費 100 万円 0％ ➡
公 債 費 11 億 4,446 万円 4.9％ ⇧
予 備 費 500 万円 0％ ➡
歳 出 合 計 136 億 7,000 万円 5.6％ ㆘

（1 万円未満 四捨五入）

一般会計当初予算　136 億 7,000 万円　　　一般会計・特別会計・水道事業会計の総予算　約 223 億 849 万円

予算
平成 28 年度
一 般 会 計

新
幹
線
開
業
の
機
会
を
生
か
す
４
本
の
柱

　

平
成
28
年
度
は
次
の
４
点
を
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
と
し
ま
す
。

　
一つ
目
の
「
少
子
化
・
子
育
て
対
策
」

に
つ
い
て
は
、
若
者
が
こ
の
地
で
生
活

が
で
き
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
「
子
ど
も

未
来
基
金
」
の
創
設
と
基
金
を
活
用
し

た
少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進

で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
全

国
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
寄
付
金
の
中
か
ら
１
億
円
を
原
資
と

し
て
、
従
来
の
子
育
て
支
援
策
に
加
え

今
後
数
年
の
間
、
少
子
化
・
子
育
て
対

策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
の
「
若
い
人
た
ち
が
働
い
て

い
く
た
め
の
産
業
振
興
」
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

重
要
な
若
者
が
こ
の
地
に
住
み
続
け
る

こ
と
に
対
し
、
起
業
に
向
け
た
活
動
を

行
う
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
人
材
育
成
に
よ
る
起
業
支
援
や
土
産

品
開
発
支
援
の
推
進
を
図
り
、
信
頼
あ

る
飯
山
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
新
産
業

の
創
出
と
既
存
産
業
の
付
加
価
値
向
上

の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
の
「
移
住
・
定
住
施
策
」
に

つ
い
て
は
、
市
外
か
ら
の
移
住
に
際
し

て
、
住
宅
新
築
や
中
古
住
宅
の
購
入
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
の
ほ
か
、
新
た
に

新
幹
線
を
利
用
し
て
通
勤
・
通
学
す
る

際
の
定
期
券
購
入
へ
の
補
助
制
度
の
創

設
や
、
雇
用
促
進
住
宅
を
取
得
し
若
者

向
け
へ
の
住
宅
に
改
修
を
行
う
な
ど
、

移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

四
つ
目
の
「
観
光
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、
新
幹
線
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

べ
く
、
二
次
交
通
の
利
便
性
を
一
層
図

り
「
信
越
自
然
郷
」
を
推
進
し
、
国
内

外
に
通
用
す
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け

て
、
施
設
の
改
修
等
の
整
備
費
用
に
対

す
る
補
助
を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
飯
山
線
に
、
飯
山
線
沿
線
地
域
活
性

化
協
議
会
の
活
動
に
よ
り
、
昭
和
47
年

以
来
44
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｌ
が
走
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
の
Ｐ
Ｒ
や
活
性
化
な

ど
に
大
き
な
期
待
が
も
て
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
11
月
の
運
行
に
向
け
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
施
策
の
推
進
に
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
財
源
等
を

生
み
出
す
た
め
行
財
政
改
革
の
推
進
は

不
可
欠
で
す
。
第
５
次
行
財
政
改
革
大

綱
の
目
標
で
あ
る
「
効
率
的
で
質
の
高

い
行
政
運
営
の
推
進
」
と
「
安
定
と
活

力
あ
る
財
政
運
営
の
充
実
」
に
よ
る
自

立
し
た
自
治
体
経
営
の
実
現
に
向
け
、

行
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
実
施
計
画
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
3
月
14
日
の
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
か
ら
１
年
が
経
ち
、
こ
の
大
き
な

機
会
を
生
か
し
、
市
政
発
展
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

地方譲与税、利子割交付金、配当交
付金、株式等譲渡所得割交付金、地
方消費税交付金、自動車取得税交付
金、地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金　17.6% ㆖
　6 億 4,350 万円　

一般会計歳入

諸収入　9.6% ㆘
　7 億 3,631 万円　

市　税　4.5% ㆖
　23 億円　

分担金および負担金、使用料および手数料、
財産収入、寄付金、繰越金　28.6％ ㆖
　16 億 7,628 万円　

地方交付税　6.5% ㆘
46 億 2,000 万円

市債（借入金）　45.1% ㆘
　13 億 5,130 万円

国庫支出金　0.8% ㆘
　9 億 5,076 万円

県支出金　19.2% ㆖
　7 億 5,284 万円

繰入金　2.8% ㆖
　6 億 3,901 万円　

    依存財
源

60.9％
                   

  自
主

財
源

39
.1%

自
主

財
源

39
.1%

歳 入
136.7 億円
（5.6％ ㆘）

33.8%

9.9%

7.0%5.5%
4.7％

4.7％

5.4％

12.2％

16.8％

一般会計歳出

18.3%

4.9%

9.8%12.5%

8.4％

4.4％

11.4％

14.0％ 14.4%

1.9％

    　　　　
　

経
常

的
経

費

68.3％            
    

   
 費

11
.4%

  そ
の

他 20.3％
                                                      

    
   

  投
資

的
経

歳 出
136.7 億円
（5.6％ ㆘）

0.0％

人件費　1.0% ㆘
19 億 7,322 万円
物件費　21.6% ㆖
24 億 9,489 万円

維持補修費　15.3% ㆖
6 億 7,341 万円
扶助費　0.4% ㆖
13 億 4,630 万円

補助費　7.8% ㆖
17 億 851 万円

公債費　4.9% ㆖
11 億 4,462 万円

災害復旧費　0.0% ➡
100 万円

建設事業費　50.5% ㆘
15 億 5,266 万円

出資 貸付金　7.7% ㆘
5 億 9,835 万円

繰出金　2.7% ㆖
19 億 1,998 万円

その他　46.1% ㆖
2 億 5,706 万円

飯
山
市
長
　
足
立
正
則

6

　
市
民
環
境
課 

市
民
係　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
５
１・１
５
６

　

平
日
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜

～
金
曜
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
の
間
に
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
の
う
え
、
飯
山
市
役
所
１
階

市
民
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、「
簡
易
書
留
ご
不
在
連
絡
票

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
）」
を
お
持

ち
の
場
合
に
は
、
本
人
確
認
書
類

と
と
も
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
受
け
取
り
に
来
れ
な
い

場
合
に
は
、
代
理
人
が
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
代
理
人
が

受
け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
場
合
は

次
の
①
～
③
の
書
類
全
て
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
本
人
の
本
人
確
認

書
類
（
現
物
）

②
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
現

物
） マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を

ま
だ
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
て
い
な
い
方
へ

③
代
理
人
の
代
理
権
を
証
明
す
る

書
類（
本
人
か
ら
の
委
任
状
な
ど
）

※
や
む
を
得
な
い
理
由
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
者
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
、
一
人
暮
ら
し
で
長
期
に
わ

た
り
、医
療
機
関
や
施
設
に
入
院・

入
所
さ
れ
て
い
る
方
）
に
よ
り
住

民
票
の
所
在
地
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
居
所
情
報
登

録
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
現
在
の
居
所
、
病
院
・

施
設
等
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

居
所
情
報
登
録
申
請
書
の
取

得
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
飯
山
市

役
所
市
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
最
終
保
管
期

限
は
、平
成
28
年
５
月
31
日
と
し
、

期
限
を
経
過
し
た
通
知
カ
ー
ド
は

破
棄
い
た
し
ま
す
。
５
月
31
日
ま

で
に
お
受
取
り
が
で
き
な
い
理
由

の
あ
る
方
は
、
必
ず
飯
山
市
役
所

市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
一
旦
破
棄
後
に
再
取
得
を
ご
希

望
の
場
合
に
は
、
手
数
料
５
０
０

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

最終保管期限は
5月 31日です。

180 億円

160 億円

140 億円

120 億円

100 億円

80 億円

60 億円
S56 S57 H2H 元S63S62S61S60S59S58 H4H3 H9H8H7H6H5 H10 H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11 H26H25H24H23H22H21 H27 H28

一般会計当初予算の推移
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産業連携・自然景観　4,100 万円　（3,200 万円）
　◎菜の花の里づくり事業 635 万円　○景観形成整備事業 900 万円　◎まち並整備事業（支援含む） 2,468 万円
克雪・利雪・自然エネルギー　5 億 6,800 万円　（4 億 9,400 万円）  
　○除雪対策事業 5 億 1,500 万円　○除雪機械整備事業 4,200 万円  ○住宅除雪支援事業 400 万円
   ◎住宅屋根克雪化事業 600 万円
環境保全　3,600 万円　（5,000 万円）  
　○環境 ･ ごみ減量 ･ 再資源化推進事業 345 万円　○環境調査美化推進事業 380 万円　○リサイクル推進事業 2,873 万円
情報化と情報発信　2,400 万円　（2,700 万円）  
　●気象観測装置更新事業 440 万円　○ CATV 整備事業（特別会計） 2,000 万円

新幹線駅周辺整備・まちづくり　4 億 9,200 万円（15 億 7,800 万円）
　○区画整理事業 7,984 万円　◎駅西地区整備 ( 駅西線含む ) 事業 1 億 9,462 万円　◎都市計画変更事業 290 万円
　○都市計画環境整備事業 720 万円
道路・公園整備　2 億 9,300 万円（1 億 6,600 万円）
　◎道路新設・改良事業 1 億 1,590 万円　○協働のみちづくり事業 2,400 万円　◎橋りょう整備事業 1,325 万円　
　◎飯山城址整備事業 9,675 万円　○都市公園施設整備事業 230 万円
上下水道整備　1 億 5,800 万円（1 億 2,600 万円）
　◎簡水・上水統合事業（特別会計） 2,400 万円　◎戸狩終末処理場長寿命化事業（特別会計） 4,600 万円　
　●戸狩終末処理場耐震化事業（特別会計） 1,100 万円　◎北瑞浄化センター機能強化事業（特別会計） 2,930 万円
　○農集常盤第一公共下水道編入事業（特別会計） 950 万円　○簡水整備事業（特別会計） 2,329 万円

産業創出・起業支援　2,100 万円（新規） 
　●起業支援ネットワーク推進事業 1,140 万円　●活力ある商業振興支援事業 950 万円
移住定住・住宅　6,600 万円（1 億 3,500 万円） 
　●移住・定住支援事業 784 万円　◎三世代等同居住宅建設支援事業 500 万円　
　◎移住・定住推進事業 530 万円　●（仮称）市営南新町団地取得・活用事業 3,430 万円
　○さわやか婚活応援事業 133 万円　◎空き家対策推進事業 316 万円
商工業振興　5 億 2,100 万円（5 億 7,400 万円）
　◎企業誘致対策事業 651 万円　○商工業振興事業 600 万円　○伝統産業振興事業 168 万円
農業振興　3 億 8,900 万円（2 億 6,500 万円）
　◎農業振興対策事業 380 万円　●強い農業づくり交付金事業 1 億 3,500 万円　◎農産物販売推進事業 342 万円
　◎県施行農地整備事業 1,140 万円　●全国林業後継者大会等開催事業 140 万円　○新規就農総合支援事業 750 万円
　○みゆきポーク生産振興対策事業 300 万円　○中山間地域等直接支払事業 8,270 万円　○協働のむらづくり事業 680 万円

飯山らしい教育の推進　5 億 9,000 万円（12 億 2,800 万円）
　○わかる授業・確かな学力育成事業 141 万円　◎学力向上総合対策事業 1,209 万円
　○中学校国際交流事業 267 万円　◎冬期学校スポーツ推進事業 410 万円　○複式解消教員加配事業 143 万円
　◎小中学校図書館図書整備事業 768 万円　○ ICT 教育推進事業 460 万円　○小中学校施設整備事業 5,249 万円
　○平和学習事業 90 万円　○育英資金貸付事業 100 万円　○城南中学校移転事業 6,710 万円
　◎中学校給食センター移転整備事業 3 億 5,820 万円　◎小学校施設リニューアル整備事業 4,030 万円
芸術文化・スポーツ振興　9,400 万円（7,400 万円） 
　○文化交流館運営事業 6,400 万円　◎公民館整備事業 1,958 万円　○読書普及事業 435 万円
　○図書館環境整備事業 388 万円　◎文化的景観保護推進事業 720 万円　◎スポーツ振興事業 653 万円
　○文化財調査事業等 732 万円　◎スポーツツーリズム推進事業 410 万円
　○ジュニアスポーツ振興事業 688 万円　◎体育施設整備事業 954 万円　○スポーツ施設リフレッシュ事業 1,600 万円
人権・男女共同参画　200 万円（200 万円） 
　○人権同和教育推進事業 146 万円　○男女共同参画推進事業 47 万円

観光振興　1 億 9,700 万円（1 億 5,100 万円） 
　◎広域観光推進事業 5,485 万円　○インバウンド推進事業 190 万円　◎観光施設整備事業 2,140 万円　
　● JR 飯山線 SL 運行事業 500 万円　● Wi-Fi 環境整備事業 56 万円　◎二次交通展開事業 825 万円
　●宿泊施設整備補助事業 180 万円　◎誘客宣伝観光振興事業 860 万円　◎まちなか観光推進事業 170 万円
国際交流・姉妹都市交流　800 万円（900 万円） 
　○姉妹都市・観光都市交流事業 145 万円　◎国際交流事業  655 万円
公共交通　8,600 万円（7,900 万円） 
　○公共交通運行事業  7,515 万円

第 5 次総合計画・基本構想で掲げる将来都市像

平成 28 年度の重点施策
1. 地域経済活性化・雇用創出
2. 若者定住・移住定住推進
3. 子育て支援・次世代育成
4. いつまでも安心して暮らせる地域づくり　
　　　　　　　（※ここでは特徴的な事業をお知らせします）

●新規事業　◎一部新規拡充等　○継続事業　（　）前年度事業費

高齢者・障がい者福祉・介護　1 億 4,800 万円（1 億 700 万円）
　○臨時福祉給付金事業 3,905 万円　◎生活困窮者自立支援事業 690 万円
　●生活支援体制整備・認知症支援事業（特別会計） 200 万円　○北信圏域権利擁護センター運営事業 301 万円
　◎高齢者生きがい対策事業 2,076 万円　●障がい者就労 A 型事業所開設支援事業 200 万円　　　
子育て支援　6 億 3,000 万円（6 億 100 万円）
　◎こうのとり支援事業 300 万円　○児童手当給付事業 2 億 9,280 万円　◎児童扶養手当等給付事業 8,257 万円
　●仮称飯山市子ども館整備事業 4,500 万円　○延長保育委託事業 650 万円　◎通園バス運行事業 1,780 万円
　○医療給付事業（障がい者分を含む）1 億 1,576 万円　◎一時保育委託事業 140 万円　◎保育拡充事業 230 万円
　○かるがも支援事業 54 万円
健康づくり　1 億 2,200 万円（9,500 万円）
　○人間ドック費用助成事業（特別） 1,276 万円　○健康増進事業 2,585 万円
　○特定健康診査等事業（特別） 1,595 万円　○市民健康診査事業  1,285 万円　○母子保健事業 1,940 万円
医療体制整備　1 億 1,300 万円（1 億 3,300 万円）
　○地域中核医療機関支援事業 1 億 263 万円　◎医師招へい推進事業 561 万円 　
防災・防犯・安全　6,100 万円（7,000 万円）
　●非常備消防活動服整備事業 172 万円　●街灯 LED 化補助事業 190 万円　◎交通安全施設整備事業 1,750 万円
　○自主防災会育成強化事業 105 万円　○消防防災施設整備事業 2,890 万円　○防災対策整備事業 425 万円
　○防災・減災対策事業 180 万円
活力あるふるさとづくり・その他　11 億 7,500 万円（6 億 200 万円）
　●コンビニ証明書交付サービス構築事業 282 万円　●固定資産台帳整備事業 1,600 万円　●総合戦略推進事業 70 万円　
　●公共施設総合管理計画策定事業 700 万円　●参議院議員通常選挙執行事業 1,728 万円　●経済センサス 139 万円
　●下水道経営戦略策定事業（特別） 630 万円　◎資産税賦課事業 1,320 万円　●スローライフフォーラム開催事業 475 万円
　◎市税収納率向上対策事業 244 万円　◎ふるさと寄付金推進事業 10 億円　
　◎区長行政事務委託事業 2,086 万円　◎地域おこし協力隊事業 859 万円　

8

平成28年度事業
一 般 会 計 総 額：136 億 7,000 万円　（144 億 8,000 万円）
各特別会計総額：  80 億 6,000 万円　（  79 億 7,000 万円）
水 道 事 業 会 計：    5 億 8,000 万円　（    5 億 7,000 万円）
総　　　　　額：223億円　（230 億円）

「自然と共生する豊かな暮らし
  『技と縁（えにし）のまち飯山』」の実現を目指して

自然共生による新しい価値観の発信

飯山の四季の美しさを活用したまちづくり

地域産業おこしと若者定住

高速交通網による交流の促進

たくましさと郷土愛を育てる教育

子どもから高齢者まで安心して暮らせるまち
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事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

■輝く地域づくり支援金（企画財政課ふるさと応援係）

　地域づくりを目指し住民自ら行う事業への支援。

支援金額：対象事業費の 70％以内、限度額 50 万円
（重点テーマ「飯山市総合戦略の推進に資するもので（1）若者や女性の視点・
発想を生かした地域の魅力づくりと活性化に資する事業（2）地域で支える
安全・安心な子育て環境の向上に資する事業（3）地区間連携により、広く
地域住民等を巻き込み実施する事業（4）その他、モデル的でほかの地区や
公共的団体に先駆けて取り組むもの」のいずれかに該当する事業は 80% 以
内、限度額 100 万円）募集期間：5 月 20 日（金）まで

■共同集会施設建設支援事業（企画財政課企画調整係）　集落の集会施設建設を支援。　　補助率：建設費の 1/2（1000 万円限度）

■コミュニティ助成事業（企画財政課企画調整係）　　㈶自治総合センターが、宝くじ社会貢献広報事業として、地域コミュニティの健全な
　発展を図ることを目的に助成金を交付します。助成内容、事業例等はお問い合わせください。

■協働のもりづくり事業（農林課耕地林務係）

　集落で管理する里山や森林の下草刈り等の活動を支援。
交付対象森林１ヘクタールあたり 20 万円
既に交付を受けた対象森林は、1 ヘクタールあたり 10 万円以内

■鳥獣対策事業（農林課耕地林務係）

　鳥獣による食害等を防止する対策について支援。 補助率：鳥獣防除の防護柵等の経費の 90％以内

■協働のむらづくり事業（農林課耕地林務係）

　地域住民が協働で行う農業用排水路・農道等の整備に対して支援。
・事業に要する建設資材の原材料支給　・建設重機使用料
・測量設計等の技術援助（限度額単年度 50 万円以内）

■協働のみちづくり事業（道路河川課建設係）

　区と市が協働して、地域に即した特色のある道づくりを行う。（市道）
・事業に要する建設資材の原材料支給　　・建設重機使用料
　限度額：１事業 100 万円以内

■ごみ集積施設整備事業（市民環境課生活環境係）

　露天ごみステーションに新規でごみ集積施設を設置する場合や、ごみ
　ステーション、資源物ステーションの集積施設を更新する場合の助成。

①露天のごみ集積所に集積施設設置　1/2 補助（上限 5 万円）
②景観に配慮した集積施設設置　4/5 補助（上限 10 万円）（都市計画区域内）

■自主防災組織等活動支援事業（危機管理防災課防災消防係）

　防災訓練を実施する自主防災組織の活動に対して支援。 ・防災訓練経費および防災備品等の整備  70％補助（上限 20 万円）

■自主防災組織育成強化事業（危機管理防災課防災消防係）

　各区の自主防災会の設立に対し補助。 ・組織化に伴う防災備品等の整備  50％補助（上限 5 万円）

■消火栓放水器具等設置事業（危機管理防災課防災消防係）　
　各区や自主防災会が行う、消火栓放水器具等の設置に対し支援。 ・補助率 1/2（上限 5 万円）

■まち並修景整備支援事業（まちづくり課まち並整備係）

　住民協定に基づくまちづくり活動、修景工作物整備等を支援。

補助対象：住民協定の認定を受けた区域の団体、文化的景観保存計画に定
　　　　　める区域の団体で国の補助対象にならないもの、風景づくり市
　　　　　民団体、住民協定の締結に向けた活動をする団体
※補助率・補助限度額についてはお問い合わせください。

■花修景活動地域支援事業（まちづくり課まち並整備係）

　　地域の皆さんによる緑化活動の経費の一部を補助。
花苗、用土肥料、農薬代にかかった経費の 1/2 以内を補助（上限 2 万円）
申請期間：5 月 9 日（月）まで

●個人等への支援事業
事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

●住宅耐震対策事業（移住定住推進課住宅係）　
　  地震に対する既存木造住宅の安全性等に関する診断士の派遣および耐震補強工事の一部を補助。（詳細 20㌻）

●住宅屋根融雪化事業（移住定住推進課住宅係）　

　  住宅を融雪式屋根にする、または落雪式屋根に改修する者に対し補助金を交付。（詳細 20㌻）

●三世代等同居住宅建設支援事業（移住定住推進課移住定住係）

　市内で親等と同居する住宅を新築または増築する方への支援。

・市内に、60 歳以上となる親等と同居する目的で住宅を新築または増築す
  る方。住宅建設に係る借入金額の年 3％以内補助（上限 50 万円）
・本年度より住宅改修（上限 20 万円）も対象となります。

●移住・定住支援住宅建設促進事業（移住定住推進課移住定住係）

　市外から転入し、住宅を建設または取得する方に建設・取得補助。

・住宅建築　最高 150 万円補助（建築場所等により金額は異なります）
・中古住宅購入　最高 80 万円補助（年齢等により金額は異なります）
・新幹線通勤（通学）　通勤で月額最高 2 万円補助

●空き家活用等事業（移住定住推進課移住定住係） ・空き家バンクに登録した住宅の家財道具の処分、改修等に対し助成

●店舗改修補助事業（商工観光課商工係）

　市内で小売業または飲食業等を営んでいる方に対し、市内施工業者に
　発注して実施する店舗の改修工事経費を補助。

・補助率：1/2
・補助金額：上限 20 万円

事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

●起業支援事業（商工観光課商工係）

　市内で起業する個人・法人に対し、製品・商品・加工品または販売を
　行うための建物や設備の購入、改修等を目的として新たに投資する資
　金に補助。

・市内の法人、個人　補助率：1/2 以内（上限 100 万円）
・市外の法人、個人　補助率：1/3 以内（上限 100 万円）
※飯山駅前地区で小売業等の企業の場合は上限 200 万円

●土産品開発支援事業（商工観光課商工係）

　市内で土産品の開発、改良を行う個人または法人などを支援。
・補助率：1/2
・補助金額：上限 20 万円

●宿泊施設整備事業（商工観光課商工係）

　市内で宿泊施設を営業している方に対し、市内施工業者に発注して実
　施する宿泊施設の改修工事のために金融機関から借り入れた額に対し
　ての補助。

・補助率：借入額の 3% に相当する額
・補助金額：上限 60 万円

●生ごみ処理器購入費補助事業（市民環境課生活環境係）

　一般家庭、店舗、事業所等の生ごみ処理器購入費用の一部を補助。

補助対象機種・補助額
① 5 千円以上の生ごみ堆肥化容器（コンポスト容器等）
⇒購入額の 1/2 以内（上限 5 千円）
② 1 万円以上の電動生ごみ処理機
⇒購入額の 1/2 以内（上限 2 万円）

●人間ドック費用助成事業（国保）（市民環境課国保年金係）

　国保加入者が人間ドックを受診する時の経費に対し助成。

対象者：35 歳以上 75 歳未満
助成額：日帰り 2 万円 、1 泊 2 日 2 万 5 千円
             5 歳毎の節目年齢該当者 3 万円

●住宅除雪支援事業（保健福祉課社会福祉係）

　住家の雪下ろしや除排雪を「住宅除雪支援員」の協力を得て行う。　

・作業単価 1 時間 2,020 円うち 1,720 円を市が助成
【派遣対象世帯】屋根の雪下ろしができない世帯（※）の内、自己の「労力・
資力」および「無償労力」「子ども等からの仕送り」等の支援が無い世帯。（※
詳細はお問い合わせください）長野以北に親族がいる場合は対象外

●児童医療費負担軽減（保健福祉課障がい福祉係）

　福祉医療費の対象を中学校 3 年生までとし、保護者の経済的負担を軽減し、安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進。

●医学生奨学金支援（保健福祉課健康増進係）

　市内の医療機関に医師として従事しようとする者に対し、奨学資金を
　貸与。（返還免除：市内病院に医師として貸与期間と同期間従事）

奨学資金の貸与額月額 30 万円を限度。貸与決定日の属する月から卒業する
月まで（最長 6 年間）
対象者：大学で医学を専攻している方で、卒業後 6 年以内に市内の医療機
関に医師として従事する意思を有する方

●障害者・寝たきり老人等タクシー乗車券給付の対象者給付（保健福祉課障がい福祉係）

　重度の障害者、要介護度２以上の高齢者を対象とし、１枚 500 円の乗車券を対象者の居住地区に応じて交付します。（年 24 ～ 48 枚）

●脳脊髄液減少症患者支援（保健福祉課健康増進係）　脳脊髄液減少症患者の医療費に対し補助。

●後期高齢者人間ドック費用助成（保健福祉課健康増進係）　後期高齢者が人間ドックを受診する時の経費に対し助成。

●こうのとり支援事業（保健福祉課健康増進係）　子どもができにくく治療を受けている夫婦に、治療にかかる医療費の一部を助成。（詳細 19㌻）

●がん検診無償化（保健福祉課健康増進係）　

　国および市独自のクーポンによる無償化の他、検診初年度の無償化も実施。（大腸・胃・肺・前立腺がん検診が対象）

●第 3 子以降保育料等無料化（子ども育成課子育て支援係）　第 3 子以降の児童に係る保育料等を減免することにより、保護者の経済的負
　担を軽減し、安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進。保護者に子が 3 人以上いる場合、その 3 人目以降の児童に係る保育料等を免除。

●ひとり親家庭等自立支援教育訓練給付金（子ども育成課子育て支援係）

　 ひとり親等の職業訓練にかかる経費を補助。
　（所得制限あり。詳細等はお問い合わせください）

対 象 者：市内に住所を有するひとり親等で、雇用保険の教育訓練給付
　　　　　を受けられないこと　ほか
対象講座：雇用保険制度の教育訓練給付の指定講座（簿記・医療事務等）
支 給 額：対象経費の 60%（上限 20 万円）

●育英資金奨学生（子ども育成課学校教育係）　　

　長野県の小中学校教員を志して進学する大学生に奨学金を
    無利子で貸与。

対 象 者：市内に生活の本拠を有し、引き続き 1 年以上居住している
　　　　　ことまたは居住していたこと　ほか
貸与金額：月額 4 万円以内
償還方法：卒業後 6 カ月後から貸付期間の 2.5 倍の期間で償還

●新規就農総合支援（農林課農業振興係）

　国制度：新規就農した青年就農者に対し、農業を始めてから経営が安定するまで最長 5 年間、年間 150 万円以内で交付
　市制度：①新規就農した個人に対し農業を営むために必要な経費の 3/4 以内、年間 50 万円（最長 3 年間）以内で交付
　　　　　②法人等に対し、従業員の研修支援や雇用定着支援として、年間 50 万円（最長 3 年間）以内で交付

●アスパラガス生産振興支援（農林課農業振興係）　アスパラガスの茎枯対策のため雨よけ施設の設置を支援。　5 万円以内／ 1a

●まち並修景整備支援事業（まちづくり課まち並整備係）

　住民協定に基づく建築物、工作物等の修景整備等を支援。

補助対象：住民協定の認定を受けた区域の個人、文化的景観保存計画に
　　　　　定める区域の個人で国の補助対象にならないもの、景観重要建
　　　　　造物または景観重要樹木の所有者
※補助率・補助限度額についてはお問い合わせください。

■集落（団体）への支援事業

集落（団体）支援
個人支援

　ここでは集落（団体）および個人支援に関する事業の一部を紹介します。積極的に活用いただき、市内活性化の一助にしていただきたい
と思います。なお、ここで掲載している事業は概略ですので、詳しい要項等については、必ず担当課等にお問い合わせください。平成28年度飯山市の支援事業

10
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飯
山
市
文
化
交
流
館 

な
ち
ゅ
ら 

開
館
記
念

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子 

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

３
月
19
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
館
を
記
念
し

て
由
紀
さ
お
り
さ
ん
、
安
田
祥
子

さ
ん
姉
妹
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
販
売
さ
れ
た
チ

ケ
ッ
ト
は
即
日
完
売
と
な
り
、
２

次
販
売
で
は
８
倍
を
超
え
る
抽
選

と
な
っ
た
人
気
で
、
な
ち
ゅ
ら
の

開
館
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
の
合
間
の
お
話
の
中
で
安
田

さ
ん
は
「
ウ
ッ
デ
ィ
な
会
館
で
歌

わ
せ
て
も
ら
え
て
幸
せ
。
木
の
ぬ

く
も
り
が
い
い
響
き
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
、
由
紀
さ
ん
は
「
お

子
さ
ん
た
ち
が
大
い
に
活
用
し
、

こ
こ
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
ほ

し
い
」
と
な
ち
ゅ
ら
の
印
象
な
ど

を
語
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
飯
山
小
学
校
合
唱

団
の
皆
さ
ん
が
お
二
人
と
「
故
郷
」

や
「
朧
月
夜
」
な
ど
を
歌
い
ま
し

た
。
合
唱
団
の
金
子
閑
さ
ん
（
12

歳
）
は
「
い
つ
も
は
テ
レ
ビ
で
見

て
い
る
方
と
一
緒
に
歌
え
て
感
動

し
た
。歌
声
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

飯山小合唱団の皆さんとのステージ

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
北
陸
新
幹
線
長
野
以
北
の
基
幹
事
務
所  

「
飯
山
鉄
道
建
設
所
」
の
閉
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

平
成
10
年
７
月
に
飯
山
地
区

上
倉
に
開
所
。
翌
年
11
月
か
ら
福

寿
町
に
事
務
所
を
構
え
、
長
年
に

わ
た
り
ト
ン
ネ
ル
、
橋
り
ょ
う
、

駅
舎
な
ど
長
野
以
北
の
県
内
の
新

幹
線
の
土
木
建
設
整
備
を
行
っ
て

き
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
の
飯
山
鉄
道
建
設
事

務
所
が
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
所

す
る
こ
と
に
な
り
３
月
23
日
、
同

所
で
閉
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
14
日
の
北
陸
新
幹

線
開
業
以
降
も
残
工
事
等
を
同

所
で
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
一

定
の
め
ど
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

残
る
業
務
は
４
月
か
ら
上
越
鉄
道

建
設
所
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

閉
所
式
に
は
市
長
は
じ
め
市
の

関
係
者
も
参
加
。
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
鉄
道

建
設
本
部
東
京
支
社
の
小
島
滋

支
社
長
は
工
事
な
ど
を
振
り
返
り

な
が
ら
「
多
く
の
方
に
北
陸
新
幹

線
、
飯
山
駅
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
こ
と
が
、建
設
に
携
わ
っ
た
我
々

の
誇
り
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。

小島支社長（右）から市に返納された事務所看板

世
界
で
勝
て
る
「
飯
山
ブ
ラ
ン
ド
」
を

農
産
物
販
売
促
進
・
農
業
振
興
「
食
の
講
演
会
」
開
催

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
米
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
上
位
入
賞
す
る
飯
山

の
お
米
の
魅
力
や
こ
れ
か
ら
の
稲

作
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う

と
、
３
月
20
日
、
文
化
交
流
館
な

ち
ゅ
ら
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
食
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
農
産
物
生
産
者
や

飲
食
・
宿
泊
関
係
者
な
ど
約
60

人
が
来
場
。
米
・
食
味
鑑
定
士
協

会
会
長
の
鈴
木
秀
之
さ
ん
が
「
価

値
訴
求
型
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑

戦
～
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
米
づ
く

り
～
」と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
世

界
に
向
け
て
日
本
の
米
の
価
値
を

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
。
日
本
米
と
し
て
売
る
の
で

は
な
く
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
で
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。
飯
山

は
世
界
と
競
争
し
て
勝
て
る
だ
け

の
場
所
だ
と
思
う
」
な
ど
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
用
途
に
応
じ
た

米
の
使
い
方
、
買
う
側
の
求
め
に

応
じ
た
米
の
生
産
な
ど
を
説
明
さ

れ
、
来
場
者
は
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
熱
心
に
お
話
し
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
宗
教
法

人　

小
菅
神
社
所
有
の
「
木
造

馬
頭
観
音
菩
薩
坐
像
」
を
、
県

文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
の
答

小
菅
神
社
「
木
造
馬
頭
観
音
菩
薩
坐
像
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
「
県
宝
」
に
指
定

申
を
受
け
、
平
成
28
年
３
月
17

日
付
県
報
告
示
に
よ
り
県
の
文
化

財
「
県
宝
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
「
木
造
馬
頭
観
音
菩
薩
坐
像
」

は
、
一
木
造
り
で

像
高
34
・
５
㌢
、

頭
上
の
馬
頭
や

手
足
な
ど
の
大

半
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
制
作

時
期
は
12
世
紀

前
半
と
み
ら
れ
、

馬
頭
観
音
像
と

し
て
は
、
平
安

後
期
に
さ
か
の
ぼ
る
例
は
全
国
的

に
も
少
な
く
、
県
内
で
は
最
古
の

も
の
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
坐
像
が
両
足
を
垂
ら
し

て
座
っ
て
い
る
な
ど
希
有
な
形
姿

は
、
彫
刻
史
的
意
義
が
高
く
、
地

域
の
「
牧
」
文
化
や
水
分
信
仰
と

馬
頭
観
音
信
仰
と
の
関
わ
り
を

考
え
る
上
で
も
重
要
な
作
例
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
本
体
の
保
管
は
小
菅
区
で
管

理
し
て
お
り
、
一
般
公
開
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

飯
山
市
は
農
福
連
携
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
障
が
い
者
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
誘

致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

び
愛
媛
県
に
本
社
を
置
く
㈱
フ

ジ
が
Ａ
型
事
業
所
を
運
営
す
る
㈱

フ
ジ
す
ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山
を

設
立
し
、
閉
校
と
な
っ
た
旧
岡
山

小
学
校
を
利
用
し
て
本
年
９
月
か

ら
地
元
農
産
物
の
加
工
を
主
と
し

た
事
業
所
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
所
が
地
域
に
定
着

す
る
こ
と
で
、
就
労
に
よ
る
障
が

い
者
の
自
立
を
支
援
し
、
あ
わ
せ

て
農
業
と
福
祉
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
双
方
の
更
な
る
発
展
と
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
３
月
15

日
、
経
済
団
体
、
農
業
団
体
、
福

祉
団
体
、地
域
組
織
、行
政(

市)

等
の
関
係
者
に
よ
り
「
㈱
フ
ジ
す

ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山
支
援
連
絡

会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
課
題
の
共
有
や
運
営
等

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　
４
月
８
日
㈮
、
長
野
県
庁
に
お

い
て
阿
部
長
野
県
知
事
の
立
会
い

の
も
と
、㈱
フ
ジ
と
飯
山
市
は「
農

業
」と「
福
祉
」を
連
携
さ
せ
た「
地

域
づ
く
り
」
を
行
う
た
め
、
協
定

書
に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
お
よ
び
農
産
物
加
工
な
ど
を
行

う
Ａ
型
事
業
所
に
障
が
い
者
が
継

続
的
し
て
働
く
こ
と
に
よ
り
、
自

立
の
促
進
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
が
図
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

飯
山
市
農
福
連
携
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

株
式
会
社
フ
ジ
と
飯
山
市
が
調
印
し
ま
し
た

株
式
会
社
フ
ジ
す
ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山

　
　
　
　
　
　

支
援
連
絡
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た左から、㈱フジ尾崎社長・足立市長・阿部知事

○
禁
止
さ
れ
て
い
る「
野
焼
き
」っ

て
ど
ん
な
行
為
？

　

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
一
部

例
外
を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
ご
み
を
家
庭
で
焼
却
す

る
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
野
焼

き
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

例
外
と
な
っ
て
い
る
田
畑
で
の

下
草
等
の
焼
却
も
、
毎
年
多
く
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
地
に
煙
が
流
れ
る
と
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
な
ど
の
弊
害
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
り
、
周
囲
の
環
境
を

考
慮
し
必
要
最
小
限
の
量
に
と
ど

め
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、苦
情
が
あ
っ
た
と
き
は
、

現
場
を
確
認
し
た
り
、
指
導
し
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
自
分
の
土
地
に
捨
て
て
も
不
法

投
棄

　

不
法
投
棄
も
法
律
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、

道
路
沿
い
の
ポ
イ
捨
て
、
山
林
や

空
き
地
等
、
人
目
に
つ
か
な
い
場

所
へ
の
粗
大
ご
み
や
家
庭
ご
み
の

投
棄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
有
害
物
質
に
よ

る
悪
臭
、土
壌
汚
染
、水
質
汚
濁
、

景
観
の
悪
化
等
の
重
大
な
被
害
を

お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
己
所
有
地
で
あ
っ
て
も
、

廃
棄
物
を
み
だ
り
に
放
置
す
る
な

ど
の
不
適
正
な
保
管
を
す
る
と
不

法
投
棄
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
焼
き
、
不
法
投
棄
は
重
大

な
犯
罪
で
す

　

野
焼
き
や
不
法
投
棄
を
す
る

と
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
25
条
の
規
定
に

よ
り
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
０
０
０
万
円（
法
人
は
3
億
円
）

以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
さ
れ
ま
す
。
野
焼
き
や
不
法
投

棄
に
対
し
て
は
市
・
県
で
調
査
を

行
っ
た
り
、
行
為
者
に
指
導
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
悪
質
な
事
案
は
、

警
察
に
よ
る
捜
査
が
行
わ
れ
、
行

為
者
が
検
挙
さ
れ
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

　

ご
み
は
燃
や
し
た
り
捨
て
た
り

せ
ず
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
決

め
ら
れ
た
方
法
で
排
出
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
時
的
に

大
量
に
出
た
ご
み
な
ど
は
、
エ
コ

パ
ー
ク
寒
川
に
直
接
持
ち
込
む
な

ど
し
て
、
適
正
に
処
分
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
不
法
投
棄
は

　
　
　
　
　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

 

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２
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飯
山
市
消
防
団
長
に
前
副
団
長
の
明
石
洋
一
さ
ん

　

飯
山
市
消
防
団
長
の
岡
本
弘

さ
ん
（
瑞
穂
・
中
組
）
が
３
月
31

日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
後
任
に

明
石
洋
一
さ
ん
（
飯
山
・
愛
宕
町
）

が
平
成
28
年
4
月
1
日
付
で
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
絆
「
桃
の
花
」

　

今
年
は
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
で
芽
吹
き

　

飯
山
市
と
平
成
19
年
に
大
規

模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
た
山
梨
県
山
梨
市
か
ら
３
月

15
日
、
特
産
の
桃
の
花
が
届
き
ま

し
た
。

　
こ
の
桃
の
花
は
、
平
成
21
年
３

月
か
ら
毎
年
、
平
時
か
ら
の
友
好

交
流
を
と
山
梨
市
か
ら
届
け
ら
れ

る
〝
絆
の
花
〟
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
は
市
役
所
1
階
の
ホ
ー
ル
で
春

の
訪
れ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
開
業
１
周
年
を
記
念
し
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
に
見
て
い

た
だ
こ
う
と
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
の
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
４
月
初
旬
頃
か
ら
つ
ぼ
み
が
開

き
始
め
、
駅
は
徐
々
に
春
ら
し
い

装
い
と
な
り
ま
し
た
。

飯
山
市
消
防
団
本
部
体
制

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
）

団
　
　
長　
明
石 

洋
一

（
飯
山
・
愛
宕
町
）

副
団
長　
鈴
木 

靖
史

（
飯
山
・
福
寿
町
）

副
団
長　
出
澤 

重
樹

（
瑞
穂
・
柏
尾
）

本
部
部
長　

梅
澤 

和
志

（
飯
山
・
市
ノ
口
）

明 石  洋 一
新 団 長

　

岡
本
前
団
長
は
、
平
成
20
年

８
月
か
ら
副
団
長
を
1
年
8
ヵ

月
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
団
長
を

６
年
間
務
め
ら
れ
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
飯
山
市
消
防

団
員
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

梅 澤  和 志
新本部部長

出 澤  重 樹
新 副 団 長

足立市長から辞令を受け取る岡本前団長

　

飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員
は
、

交
通
安
全
推
進
の
た
め
市
長
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
各
地
区
お
よ
び

交
通
安
全
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

次
の
13
名
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
街
頭
啓
発
や
交
通
安

全
指
導
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
氏
名
は
敬
称
略
）

田
中 

徳
治

村
松 

政
幸

飯　
山

　
〃　

（
鉄
砲
町
）

（
愛
宕
町
）

飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員
に
委
嘱
状
を
交
付

　
道
路
河
川
課 

監
理
係　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
７
１・２
７
２

交
通
安
全
推
進
の
た
め
街
頭
啓
発
や
指
導
な
ど
を
行
う

丸
山 

治
文

高
島 

文
隆

村
田 

久
子

水
野 

弘
毅

齋
藤 

俊
行

外　
様

常　
盤

　
〃　

 

太　
田

岡　
山

（
尾
崎
）

（
戸
隠
）

（
大
塚
）

（
小
境
）

（
藤
沢
）

湯
本 

一
行

丸
山 

良
夫

湯
本 

宗
夫

出
澤 

三
五
子

川
口 

一
郎

阿
部 

博
文

秋　
津

木　
島

瑞　
穂

　
〃　

柳　
原

富　
倉

（
上
組
）

（
下
木
島
）

（
中
組
）

（
柏
尾
）

（
南
条
）

（
中
谷
）

3 年間、飯山市の交通安全指導にご尽力いただく
交通安全指導員の皆さん

[

◎
会
長　
○
副
会
長]

◎○

　
保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
８

︻
支
給
対
象
者
︼

　

次
の
①
お
よ
び
②
の
両
方
の
条

件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
で
あ
る
方（
※
）

②
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
（
平
成
28
年
度
中
に

65
歳
以
上
に
な
る
方
）

※
平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で

飯
山
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、

平
成
27
年
度
の
市
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
課
税

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、
課
税

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す

者
の
事
業
専
従
者
に
な
っ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
受
給
者
等
は
除
き

ま
す
）

︻
支
給
額
︼

１
人
に
つ
き
、
３
万
円
（
支
給
は

１
回
で
す
。）

①
申
請
書
に
つ
い
て

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
へ
﹆
４
月　

中
旬
頃
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。

②
申
請
期
間

　

4
月
18
日
㈪
～
7
月
29
日
㈮

③
申
請
方
法

　
申
請
書
を
﹆
申
請
書
類
と
一
緒

に
送
付
さ
れ
る
返
信
用
封
筒
に
て

市
保
健
福
祉
課
へ
郵
送
し
て
い
た

だ
く
か
﹆
直
接
保
健
福
祉
課
窓
口

へ
ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

④
給
付
金

　
支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
﹆

申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座

に
入
金
さ
れ
ま
す
。（
口
座
を
持
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
﹆
窓
口
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
の
開
館
を
記
念
し
て
、
プ
ロ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
で
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
（
合

唱
付
き
）
を
市
民
合
唱
団
を
組
織

し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
合
唱
団
は
、
市
内
で
活
動

し
て
い
る
合
唱
団
員
の
方
を
中
心

に
一
般
公
募
市
民
を
含
め
て
結
成

す
る
予
定
で
、
一
般
市
民
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

○
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
日

　
11
月
27
日
㈰　
14
時
～
16
時

○
募
集
要
項

・
参
加
資
格：①
市
内
在
住
者
お
よ

び
市
内
の
学
校
﹆企
業
に
通
学
・
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
。②
練
習
に
参

加
で
き
る
区
域
に
居
住
さ
れ
て
い

る
近
隣
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
。

・
参
加
条
件
：
コ
ン
サ
ー
ト
当
日

お
よ
び
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参

加
可
能
な
方
。
ド
イ
ツ
語
の
歌
詞

を
暗
譜
で
歌
え
る
方
。
長
時
間
ス

テ
ー
ジ
上
で
起
立
可
能
な
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
。
13
回
予
定
さ
れ

て
い
る
練
習
に
10
回
以
上
出
席
可

能
な
方
。

・
参 

加 

費
：
一
般
６
０
０
０
円
﹆

中
高
校
生
３
０
０
０
円
（
合
唱
指

導
料
﹆
会
場
使
用
料
な
ど
運
営

　
文
化
交
流
課 

文
化
振
興
係　
☎
�
０
３
１
１

費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
参
加
費
は
練
習
初
日
に
集
金

し
ま
す
。）

・
申
込
方
法
：
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
﹆
文
化
交
流

館
な
ち
ゅ
ら
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
﹆
事
務
局

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。）

・
練
習
予
定
：
5
月
25
日
㈬
か
ら

毎
月
第
2
・
４
水
曜
日
。

・
練
習
時
間
：
19
時
～
21
時
30
分

・
練
習
会
場
：
飯
山
市
文
化
交
流

館
な
ち
ゅ
ら

・
合
唱
指
導
：
山
﨑
浩
先
生
（
清

泉
女
学
院
短
期
大
学
）

・
募
集
人
数
：
１
２
０
～
１
５
０

人
（
市
内
合
唱
団
員
含
む
）
先
着

順
に
受
け
付
け
ま
す
。

各
パ
ー
ト
ご
と
に
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

・
そ 

の 

他
：
中
高
校
生
の
方
は
﹆

保
護
者
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
使
用
す
る
楽
譜
は
﹆
原
則
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
用
意

で
き
な
い
方
は
﹆
参
加
申
し
込
み

時
に
共
同
購
入
希
望
と
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
﹆
参
加
申
込
先

飯
山
市
文
化
交
流
館　

な
ち
ゅ

ら
（
受
付
時
間
9
時
～
17
時
・
火

曜
日
休
館
）

飯
山
市
文
化
交
流
館 

な
ち
ゅ
ら 

開
館
記
念

市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
合
唱
団
員
募
集

　平成 28 年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、
95 歳、100 歳となる方は 2,000 円で接種ができます。接種
を希望される方は、各医療機関にてご予約の上、接種をお願
いします。

【接種期間】　平成 28 年 4 月 1 日　～　平成 29 年 3 月 31 日
【接種回数】　1 回
【接種費用】　2,000 円（生活保護世帯の方は、自己負担が
　　　　　　免除となります。）

【申込方法】　医療機関へ直接または電話にて予約をしてくだ
　　　　　　さい。

肺炎球菌ワクチン予防接種をしませんか
　　保健福祉課 健康増進係　☎ 62-3111 内線 181

医療機関 電話番号 医療機関 電話番号
飯山赤十字病院 62-4195 いいやま診療所 67-0100

小田切医院 62-2039 北信州診療所 65-1200
服部医院 62-2816 みゆき会クリニック 63-2560
清水医院 62-2351 木島平クリニック 82-1616
畑山医院 67-2888 木島平村診療所 82-2134
片塩医院 62-2136

　創設 12 年目を迎える「ふるさと合唱交流会」は飯山市
文化交流館なちゅらで開催されます。全国から北陸新幹
線に乗って参加する合唱団と地元の飯山市、中野市、妙
高市、上越市等の合唱団併せて 15 団体が出場予定です。
　ご来場の方も「故郷」「朧月夜」の他、全体合唱曲「あ
すという日が」をフルバンドをバックに歌うことができ
ます。

第 12 回　
ふるさと合唱交流会が開催されます

■日時　５月８日（日）　8:30 ～ 13:00
■会場　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
■入場　無料
■主催　ふるさと合唱交流会実行委員会
○前夜祭　５月７日（土）18:00 ～ 21:00、斑尾高原「ま
　だらお山の家」にて交流パーテイーが開催されます。
　一般の方々も参加可。詳細はお問い合わせください。
■問合先　実行委員会事務局
　　　　　（斑尾エルムペンション　☎ 64-3505）
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企
画
財
政
課 

ふ
る
さ
と
応
援
係　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
９
６

/3㊋ /4㊌ /5㊍ 5月
春の風吹く
　菜の花公園においでください

主なイベント
○菜の花オリエンテーリング・・・5/3
○バルーンアートショー・・・5/3
○いいやまのゆるキャラがやってくる・・・5/3
○第 15 回朧月夜音楽祭・・・5/4
○太鼓 × ダンス 菜の花フェスティバル・・・5/5

※イベントには変更が生じる場合があります
○菜の花商店街・・・5/3 ～ 5/5　
○野点・・・5/3 ～ 5/4
○餅つき大会・・・5/3・5/5
○菜の花迷路・・・5/3 ～ 5/5

花々と新緑を巡る半日バスツアー
おさんぽバスツアー開催
　標高差 2000m の信越自然郷エリア
に咲く、多種多様な花々をおさんぽバ
スに乗って見に行きませんか。

　　飯山駅観光案内所（信州いいやま観光局）　☎ 62-7000（予約優先）

Ａ
ルート

谷厳寺、宇木の千歳桜、
東山公園、道の駅やま

のうち、ケヤキの森公園
4/23・24 午前便

北信濃の桜名所を巡る

B
ルート

袖之山シダレザクラ、
地蔵久保大山桜、むれ

水芭蕉園、サンクゼールワ
イナリー
4/23.24.29.30.5/1 午後便

一本桜と水芭蕉に出会う 桃とりんごの花々
信越五岳眺望Ｄ

ルート 北信五岳道路りんご
畑、丹霞郷、御鹿湿原、道
の駅しなの

5/3・4・5 午後便

桃とりんごの花々

菜の花公園と
なべくら高原の残雪C

ルート 菜の花公園、鍋倉山中腹、
道の駅・花の駅千曲川
4/29.30.5/1.3.4.5.7.8 午前便

午前便：10:00 ～ 13:00
午後便：14:00 ～ 17:00

湿原の花々と一面の
河川敷菜の花E

ルート 沼の原湿原、道の駅・
花の駅千曲川、千曲川河川敷
菜の花畑

5/14.15 午前便
5/7.8.14.15 午後便
妙高山麓の菜の花畑と
名瀑苗名滝F

ルート 大洞原菜の花畑、苗名滝、
道の駅しなの

5/21.22 午前便、午後便
バラまつりとさくらんぼ食べ放題G

ルート
一本木公園（バラ公園）、さくらんぼ園、信州中野いきいき館

6/4.5.11.12 午前便、午後便

運行期間：4 月 23 日㈯～ 6 月 12 日㈰
　　　　 土日祝祭日を中心に運行します
乗車料金：A ～ F ルート

（おひとり） 大人 2500 円、小人 500 円
　　　　 （未就学児童は無料）
　　　　  G ルート（入園料、体験料含む）
　　　　 大人 3800 円、小人 2500 円
　　　　　未就学児童 500 円
受付・集合：飯山駅観光案内所
              （飯山駅 1 階）

　日本トップクラスの選手が出場する「全日本学生
ロードレースカップ」と、一般の方も参加できる「菜
の花飯山サイクルロードレース」が今年も開催されま
す。小学生が参加する「チャレンジ 200 ｍダッシュ！」
も開催します。

4.30 ㊏ ・5.1 ㊐（30 日）信濃平～鷹落山山頂
（  1 日）  針湖池周回コース

2016 年度 全日本学生ロードレースカップ（第１戦 菜の花飯山ラウンド）同時開催

菜の花飯山サイクルロードレース
選手に熱い声援を
10 周年記念

　スポーツ推進室 スポーツ推進係 ☎ 62-3111 内線 353・354

ご協力をお願いいたします。交通規制のお願い
4月30日㊏（9:50 ～ 10:20）（11:20 ～ 11:50）（12:50 ～ 13:20）（14:20 ～ 14:50）（15:50 ～ 16:20）
区間：県道飯山新井線　鷹落山頂上付近―顔戸区集落上部 冬期閉鎖箇所―外様地区活性化センター前までの約 1.1km
５月   １日㊐（8:20 ～ 12:20）（12:30 ～ 14:50）　区間：長峰運動公園針湖池外周道路約 1.15km（※市道 7-222 号線含む）
※参加人数等により規制時間が変更になる場合があります。

第33回 いいやま

菜の花
まつり

春のイベント

　いいやま菜の花まつり実行委員会（市役所農林課内）　☎ 62-3111 内線 262・264

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」

の
寄
付
額
が
大
幅
増

　

平
成
27
年
度
の
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と

飯
山
応
援
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
が
前

年
度
よ
り
更
に
増
加
し
ま
し
た
。(

3

月
24
日
時
点
で
寄
付
額
が
17
億
円
を
超

え
、
前
年
度
の
お
よ
そ
２・７
倍
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た)

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
寄
付
金
の

お
礼
の
品
と
し
て
お
贈
り
し
て
い
る
飯

山
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
高
品
質
で
寄
付

者
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
類
が
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

　
こ
の
ほ
か
、宿
泊
券（
ホ
テ
ル
、民
宿
）、

各
種
特
産
品
（
ア
ス
パ
ラ
、み
ゆ
き
ポ
ー

ク
加
工
品
、
信
州
そ
ば
、
野
沢
菜
漬
）、

花
（
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
）、菓
子
類
（
か

り
ん
と
う
、
銘
菓
セ
ッ
ト
）、
ス
キ
ー
板

な
ど
、
多
く
の
商
品
を
扱
う
こ
と
で
寄

付
者
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
に
飯
山
市
を
選
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
っ
た
こ
と
も
一つ
の
要
因
で

す
。

　
ま
た
、
こ
の
寄
付
に
よ
る
応
援
金
は
、

「
子
ど
も
未
来
基
金
」
を
初
め
と
し
た

市
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
飯
山
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
更
な
る
返
礼
品
の
充
実
に

よ
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

寄
付
金
に
対
す
る
返
礼
品
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
利
点

　

首
都
圏
等
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
お

金
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、
返

礼
品
（
商
品
）
を
市
内
事
業
者
の
皆
さ

ん
か
ら
募
集
す
る
こ
と
で
、
市
と
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
双
方
に
利
点
が
発
生
し

ま
す
。

︻
市
の
利
点
︼

○
返
礼
品
（
商
品
）
の
種
類
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
﹆
選
択
肢
が
増
え
﹆
寄
付

者
の
増
加
に
伴
い
市
の
歳
入
が
増
え
る

○
飯
山
市
の
特
産
品
と
と
も
に
﹆
市
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
る

︻
事
業
者
の
利
点
︼

○
商
品
を
寄
付
者
へ
の
返
礼
品
と
し
て

市
が
購
入
す
る
こ
と
に
よ
る
売
り
上
げ

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

○
予
約
募
集
に
よ
り
﹆
商
品
の
数
量
を

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
飯
山
市
が
配
布
す
る
「
悠
久
の
ふ
る

さ
と
飯
山
応
援
金
」
の
カ
タ
ロ
グ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
商
品
を
掲
載

す
る
こ
と
で
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
る

○
寄
付
者
へ
の
商
品
発
送
時
に
﹆
自
社

製
品
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
で

き
る

募
集
す
る
商
品
等
の
条
件

　

次
の
①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の
（
市
が
適
当
で
な
い
と
判
断
し
た

も
の
は
除
く
）

①
飯
山
市
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
も

の
﹆
ま
た
は
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
で
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

要
素
を
持
つ
商
品
な
ど

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

■
市
内
で
生
産
・
製
造
・
加
工
さ
れ
て

い
る
も
の

■
市
内
の
原
材
料
を
使
用
し
て
い
る
も

の■
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の

③
品
質
や
数
量
を
安
定
し
て
供
給
で
き

る
も
の
（
期
間
や
数
量
を
限
定
し
て
供

給
す
る
場
合
も
可
）

④
商
品
の
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
は
事
業

者
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
こ
と

事
業
者
の
要
件

　

次
の
①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

事
業
者
（
市
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た

事
業
者
は
除
く
）

①
各
種
法
令
に
沿
っ
た
生
産
・
製
造
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と

②
本
社
（
本
店
）﹆
支
社
（
支
店
）﹆
営

業
所
の
い
ず
れ
か
を
市
内
に
有
す
る
法

人
や
個
人
事
業
者

③
申
込
時
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
代
表
者
な
ど
が
﹆
暴
力
団
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
な
ど
に
関
す
る
法
律

に
掲
げ
る
暴
力
団
の
構
成
員
な
ど
で
な

い
こ
と

申
込
方
法

　

受
付
は
随
時
行
い
ま
す
。

　

商
品
名
と
供
給
で
き
る
期
間
や
数
量

な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
・
ご
連
絡
先
は
、
市
役
所
３
階
企

画
財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援
係
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

悠久のふるさと飯山応援金（ふるさと納税）
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
の
返
礼
品
（
商
品
）
を
募
集
し
ま
す

※開花状況によって予定ルートや立ち寄り先が変更となる場合があります。
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こうのとり支援事業 制度改正のお知らせ 戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

請
求
申
請
は
お
済
で
す
か

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係 
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
７
２・１
８
８

　

平
成
27
年
か
ら
、
第
10
回
特

別
弔
慰
金
の
申
請
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
手
続
き
が
お
済
で
な

い
方
は
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
﹆
5
年
償
還

■
支
給
対
象

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
﹆
孫
﹆
祖
父

母
﹆
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
の

死
亡
当
時
の
生
計
の
有
無
等
に
よ

り
﹆
先
順
位
が
替
わ
り
ま
す
）

④
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
親
族

（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
に
1
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
る
）

　

詳
細
は
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 保健福祉課 健康増進係　☎ 62-3111 内線 175.181

1. 対象者の拡大

○申請方法等
　「飯山市こうのとり支援事業実施要綱」に
基づく申請が必要となりますので、まずは
保健福祉課 健康増進係の担当保健師へご相談ください。

「体外受精」および「顕微授精」は、50 万円を上限
に通算 6 回まで交付します（妻の年齢が 40 歳以上は通算 3 回まで）。
　「人工授精」等これまでの対象治療は、「かかった治療費の 1/2」
の規定を削除し、年度あたり 20 万円を上限に最大 5 年間交付します。
　「不育症治療」については、年度あたり限度額 10 万円を 20 万円
に引き上げました（最大 5 年間）。

これまで補助対象外としていた県の補助対象者も、
飯山市から補助を受けられるようになりました。これにより「体外
受精」や「顕微授精」が対象治療に加わりました。

2. 交付額の増額

　不妊治療（生殖医療）や不育症治療を受けている夫婦が要した保険
適用外医療費の一部を補助する「こうのとり支援事業」が、平成 28 年
4 月より次のとおり改正されました。
○改正のポイント

■前回大会からの主な変更点
　・木島平村内のコースが変わりました。
　・給水所を増やしました。
　・小学生の部は、学年別に表彰を行います。
　・募集定員を 2,900 人としました。
 （詳しくは、４月中旬から開設する大会ホームペー
　ジ [http://kitashinshu-halfmarathon.jp/]、募
　集要項等を確認してください。）
■申込み　４月 28 日（木）から
■募集（スポーツ推進室までご連絡ください）
　・大会を支援してくださるボランティアスタッフ
　・コース沿いで、給水・給食等を提供いただける方　
　・大会に協賛いただける方
　・沿道等で演技・演奏等をしたい団体、個人の方　　
■その他
　本町商店街では今年も「信越自然郷うまいもの市」
　を開催します。

開催決定9
25
㊐

第４回北信州ハーフマラソン大会
 スポーツ推進室 スポーツ推進係　☎ 62-3111 内線 353

　大会事務局では、今後、コース設定による交通規
制について、また大会概要についてのご案内を予定
しています。地域のみなさまには、大会開催へのご
理解とご協力を、また参加者への熱い声援をお願い
いたします。

　・沿道等で演技・演奏等をしたい団体、個人の方　　

信越自然郷　第4回北信州ハーフマラソン走路
ハーフマラソンスタート（予定時刻 8:30）野沢温泉村役場

野沢温泉村

木島平村

飯山市

3km マラソンスタート
（予定時刻 8:35）飯山市本町

給水所・・・
関門所・・・

第 1 給水所

第 2 給水所

第 3 給水所
第 6 給水所 第 5 給水所

第 4 給水所

中島大橋

中尾県道合流地点

小菅北竜湖入口信号交差点

戸那子県道合流三差路

全面車両通行止区間・・・
ランナー左片側走行区間・・・

第 1 関門 9:35

第 2 関門 9:50

第 3 関門 10:20

第 4 関門 11:05

ゴール  本町商店街

3km 折り返し

10km マラソンスタート
（予定時刻 8:30）木島平村役場

　北信州ハーフマラソンも年々参加者が増え、全国的に認知される大
会となってきました。３月 24 日、大会実行委員会では、今年の大会の
実施要項、コース案について決定しました。ハーフマラソンを野沢温
泉村役場から、10km マラソンを木島平村役場から、そして、３km マ
ラソンは本町商店街から、それぞれゴールの本町商店街を目指します。

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
の
際
は
ご
注
意
を

　
児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

滅
後
に
お
支
払
い
し
た
手
当
を
返

還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
出
生
日・転
出
予
定
日・

該
当
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
）

︻
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
︼

・
印
鑑
・
申
請
者
（
受
給
者
）
の

健
康
保
険
証・申
請
者
（
受
給
者
）

名
義
の
口
座
番
号
の
控
え
・
申
請

者
（
受
給
者
）
と
配
偶
者
の
個
人

番
号
が
わ
か
る
書
類

※
転
入
し
た
方
で
、
１
月
１
日
に

飯
山
市
に
住
所
が
な
い
方
は
、
１

月
１
日
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た

市
区
町
村
で
発
行
の
「
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

※
健
康
保
険
証
等
の
添
付
書
類

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
で
も
先
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
で
、

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
（
出
生
・

転
出
・
転
入
・
転
居
・
離
婚
等
）

等
の
際
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
次
の
場
合
に
は
、
子
ど
も

育
成
課
窓
口
に
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、

転
入
し
た
と
き

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。（
※
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。）

●
受
給
者
の
住
所
が
他
の
市
区

町
村
に
変
わ
っ
た
と
き

　

飯
山
市
で
の
受
給
資
格
が
消

滅
す
る
た
め
届
出
が
必
要
で
す
。

※
転
出
先
の
市
区
町
村
で
、
新
た

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、

公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

︻
ご
注
意
く
だ
さ
い
︼

児
童
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い
期

間
が
発
生
し
た
り
、
受
給
資
格
消

□募集人員　6 人以内
□任　　期　3 年（平成 31 年 3 月末まで）
□応募資格　市内在住の 40 歳以上の方で介護保険や
　　　　　　高齢者の保健福祉に関心のある方
□募集期限　平成 28 年 5 月 12 日（木）
□決定方法　応募者多数の場合は、選考により決定
　　　　　　します。

保健福祉課 高齢者介護保険係　☎ 62-3111 内線 184

介護保険制度の円滑な運営を図る
飯山市介護保険運営協議会委員

を募集します

　介護保険制度の円滑な運営を図るため、老人福祉計
画・介護保険事業計画の進行管理や見直しおよび介護
保険の運営に関する重要事項について協議する機関と
して介護保険運営協議会を条例に基づいて設置してい
ます。
　このたび、委員の改選を行うに当たり、運営に広く
市民の意見を反映させるため、協議会委員の一部を公
募します。

︻
概
要
︼

○
地
元
が
実
施
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯

へ
の
取
替
工
事
に
対
し
、
市
が
そ

の
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
で
、
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進

さ
せ
、
今
後
の
電
気
料
金
に
係
わ

る
地
元
負
担
金
の
軽
減
と
地
球
温

暖
化
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

○
区
等
が
所
有
す
る
既
設
の
街
灯

　
道
路
河
川
課 

監
理
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
７
１・２
７
２

今
年
度
よ
り
「
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
補
助
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
に
更
新
す
る
事
業

に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
街
灯
１

灯
当
た
り
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
（
１
０
０
０

円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た

額
）
以
内
（
上
限
１
万
５
０
０
０

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

○
飯
山
市
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
実
施
。

︻
今
後
の
予
定
︼

①
４
月
に
区
長
協
議
会
に
て
事
業

　

説
明
。

②
５
月
上
旬
全
区
長
に
申
請
書
の

　

送
付

③
５
～
７
月
申
請
書
の
受
付
期
間

④
８
月
採
択
通
知
の
送
付

⑤
採
択
通
知
後
、
各
区
で
取
替
工

　

事
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

　平成 28 年 4 月から、使用済み電池は
毎月のもえないごみの収集日に集めるこ
ととなりました。出し方や、集める電池
の種類に変更はありません。どうぞご利
用ください。

使用済み電池の収集を毎月行います
　　市民環境課 生活環境係　☎ 62-3111 内線 191.192

変更前 変更後（H28 年 4 月～）
6 月と 10 月の

もえないごみ収集日 毎月のもえないごみ収集日

■電池の出し方
　もえないごみとは別の袋に入れ、袋
　に「電池」と明記し、出される方の
　氏名を書いて、ごみステーションへ
　出してください。

■電池の収集日

電池
飯山太郎
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3 月 12 日　戸狩温泉スキー場ペガサスゲレンデ

少雪の中、市民スキーヤーが滑走
2016 市民アルペンスキー大会開催

　アルペンスキー競技の底辺拡大と技術の向上を図り、市
民の皆さんの体力づくりに寄与することを目的に毎年開催
されている飯山市民アルペンスキー
大会。ここ数年では類を見ない少雪
となった今年も競技役員や関係者の
皆さんの尽力により、3 月 12 日戸
狩温泉スキー場のペガサスゲレンデ
で無事に開催されました。
　この日は、ジャイアントスラロー
ム競技が行われ、5 歳から 50 歳代
までの 60 名の選手が参加しました。
会場は気温が高めでスキーをコント
ロールするのがやや困難な雪質でしたが、選手たちは今シー
ズンの練習の成果を発揮する集大成の場として攻めの滑り
をしていました。
　家族などコース脇に集まった大勢の観客の方からの大き
な声援がゲレンデに響いていました。

コースを滑走する選手
コース脇には土が見える

3 月 12 日　戸狩温泉スキー場ペガサスゲレンデ

300 人が雪と光の共演を楽しむ
「第 1 回とがり光の祭典」が行われました

　3 月 12 日、戸狩温泉スキー場のペガサスゲレンデの特設
会場で、戸狩温泉スキー場・戸狩観光協会主催の第 1 回と
がり光の祭典が行われました。
　先日行われた「いいやま雪まつ
り」などでも活躍した、NPO 法人
国際ボランティア学生協会の皆さん
の協力も受け、この日は夕暮れ時か
らさまざまなイベントが行われまし
た。会場には、昼間ゲレンデでスキー
を楽しんだ親子連れなどの宿泊客
や、地元住民など約 300 人が集まり、
雪と光の共演を楽しみました。
　風の影響で、予定していたスターランタンの打ち上げは
中止となりましたが、i ネット飯山の番組などでおなじみの
お笑いコンビ「こてつ」のお二人による楽しい司会で行わ
れた抽選会やゲレンデの上に上がった雪上花火は来場者の
楽しい思い出になったようです。

　昭和 60 年から旧飯山駅ホームに設置され、飯山駅を訪
れた観光客に愛され、毎年大晦日の晩には市民の皆さんが

集まり鐘つき二年参りが
行われ親しまれた七福の
鐘。飯山市雪と寺の町公
園整備の一環として昨年
秋から仁王門広場内に移
転工事を進め、このほど
鐘楼の工事が完成したた

め、3 月 13 日に落慶式などの式典が行われました。
　飯山商工会議所といいやま史跡振興連絡協議会の主催に
より行われた式典では同協議会各寺社の住職による法要が
行われ、続いて商工会議所吉越明人会頭、足立市長らが鐘
のつき初めなどを行いました。
　吉越会頭は「この場所を起点として寺の町飯山の寺巡り
を楽しんでもらえれば」と期待をお話しくださいました。
　七福の鐘は近隣住民への配慮などもあり、今後はイベン
トなどの際に開放される予定です。

3 月 13 日　雪と寺の町公園

旧飯山駅のシンボル　寺巡りの起点に
 鐘楼「七福の鐘」が仁王門広場内に完成  落慶式が行われる

み

広
域
情
報

か
わ
ら
版

ゆ

野
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　このコーナーでは、北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加
と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流都市協定を締結し
た都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力を感じていただき、
新幹線に乗って訪れてみてはいかがでしょうか。

木 島
平 村

幻の滝・幸福の滝「樽滝」
今年も 5 月 8 日（日）に落水します !

　毎年恒例となった樽滝の落水
が、今年も５月８日、神社の例大
祭にあわせて行われます。年に２
回（春・秋）だけ放流することか
ら「幻の滝」と呼ばれますが、近
頃では「幸福（しあわせ）の滝」
とも呼ばれ、若者からお年寄りま
で大勢のみなさんが訪れます。
　草木が芽吹く新緑の中を、水し
ぶきを上げながら岩肌を激しく流
れる様子は圧巻です。
　秋の落水は、10 月下旬に予定されています。

■日　時　　  ５月８日（日）　8:30 ～ 16:00
■場　所　 　 木島平村滝見橋（国道 403 号沿い） 
■問合先　　  木島平村観光協会　☎ 82-2800　
※周辺には駐車場がありませんので、係員の指示に従って
　ください。

　

市
で
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る

安
全
性
の
評
価
を
無
料
で
行
う
耐

震
診
断
と
住
宅
の
倒
壊
防
止
を
進

め
る
た
め
、
耐
震
化
工
事
費
へ
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

︻
住
宅
の
耐
震
診
断
︼

市
が
派
遣
す
る
診
断
士
が
精
密

診
断
１
回
で
正
確
な
耐
震
性
の
評

価
を
し
ま
す
。
住
宅
所
有
者
へ
の

診
断
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
住
宅

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
の
住
宅

住
宅
に
関
す
る
補
助
制
度

移
住
定
住
推
進
課 

住
宅
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
５
２

●
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
住
宅
耐
震
化
工
事
補
助
金

●
住
宅
屋
根
の
克
雪
化
工
事
費
補
助
金

　

市
で
は
雪
下
ろ
し
作
業
に
伴

う
身
体
的
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
転
落
事
故
の
防
止
を
図
る
た

め
、
長
野
県
の
補
助
金
を
併
せ
て

活
用
し
、住
宅
屋
根
の
克
雪
化（
融

雪
ま
た
は
落
雪
式
屋
根
工
事
）
費

用
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
工
事

◎
屋
根
融
雪
に
係
る
装
置
の
設
置

工
事
（
新
築
お
よ
び
改
修
）

◎
既
設
屋
根
を
落
雪
式
屋
根
に

改
修
す
る
工
事

■
補
助
金
額

・
融
雪
装
置
設
置
費
用
の
５
分
の

１
以
内
で
上
限
60
万
円
を
補
助

（
長
野
県
の
補
助
含
む
）

・
落
雪
改
修
工
事
費
用
の
５
分
の

１
以
内
で
上
限
45
万
円
を
補
助

■
補
助
対
象
要
件

◎
飯
山
市
に
住
所
が
あ
り
居
住
し

て
い
る
住
宅

◎
本
市
か
ら
他
に
住
宅
に
関
係
す

る
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
い
も
の

◎
申
請
前
に
業
者
と
の
契
約
が

交
わ
さ
れ
て
い
な
い
も
の

■
申
請
受
付
期
間

４
月
1
日
か
ら
12
月
22
日
㈭
ま
で

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
事
業
の
該
当
要
件
が
こ
の
他
に
も
あ
り
ま
す
の
で
﹆

ま
ず
は
市
役
所
移
住
定
住
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間

4
月
1
日
か
ら
7
月
29
日
㈮

︻
耐
震
工
事
費
︼

■
補
助
対
象
工
事

精
密
診
断
で
地
震
に
対
し
危
険
な

住
宅
と
判
断
さ
れ
﹆
耐
震
工
事
ま

た
は
建
替
を
行
う
こ
と
で
安
全
性

が
高
ま
る
場
合

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
以

内
（
補
助
限
度
額
60
万
円
）

■
申
請
受
付
期
間

4
月
1
日
か
ら
10
月
28
日
㈮

  　野　沢
温泉村

  　春の風に吹かれて楽しくウォーキング
　野沢温泉菜の花パノラママーチ

　風薫る５月、新緑と菜の
花に包まれた「朧月夜」の
里を歩きませんか。11 回目
の今回は「お湯も人もあっ
たか～い野沢温泉で Enjoy 
2day Walking」をテーマに
開催されます。

　５～ 25km の各種コースを設定してあります。体力
に合わせて楽しくウォーキングしましょう。

■開催日 　５月 14 日（土）～ 15 日（日）
■参加料    一般・大人   事前 2,000 円  当日 2,200 円
               高校生以下　事前 1,000 円  当日 1,200 円
■事前申込　４月 22 日（金）まで
■問合先　野沢温泉観光協会内菜の花パノラママーチ
               実行委員会   ☎ 85-3155

 栄　
　  村 

昭和 34 年から地域とともに歩んだ
　秋山小学校最後の卒業式

　3 月 18 日（金）秋山
小学校最後の卒業式が
行われました。卒業式
にはたくさんの地域の
皆さんも参加され、卒
業生の門出をお祝いし
ました。
　卒業式に続いて閉校
式が行われ、最後の校
歌斉唱では 2 人の児童、
先生方、地域の皆さん
の大きな歌声が体育館
いっぱいに響きわたり
ました。昭和 34 年に分
校から独立し、これまでに 396 名の児童が卒業した秋山小
学校ですが、この 3 月でその歴史を閉じ、4 月からは栄小
学校秋山分校としてスタートしました。

七尾市石川県

　高さ 12m、重さ 20t と日
本一の大きさを誇る山車「で
か山」３基が市街地を曳き
回されます。見どころは、
方向転換「辻廻し」。訪れる
人々が山車を曳くことがで
きる参加型の祭りです。

能登地区最大の春祭り !
青柏祭　曳山行事

■日　時　5 月 2 日（月）　 人形見　18:00 ～
　　　　　5 月 3 日（火・祝）　宵山　　21:00 ～ 23:00
               5 月 4 日（水・祝）　浅山　　　1:00 ～   7:00
                         　  　　　  本山　　　8:00 ～ 19:30
　　　　　　　　　　　　　神事　　12:30
　　　　　5 月 5 日（木・祝）　裏山        7:30 ～ 23:00
■場　所　大地主神社（山王神社）～市街地
■問合先　七尾市観光協会　☎ 0767-53-8424

Nanao City観
光
交
流
都
市
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観
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交
流
都
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観
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流
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富山市

　立山山麓では、キャンプや
トレッキング、新しいスリル
が体験できるジップラインな
ど、他とはひと味違うアク
ティビティが楽しめます。
　また、富山市を起点に立山
町と長野県大町を結ぶ立山黒
部アルペンルートは、北アルプスの壮大な自然を満喫しなが
ら横断するダイナミックな山岳観光ルートです。

Toyama City富山県
～富山の春～

山岳リゾートを満喫できる立山山麓めぐりはかいがですか ?

●ジップライン・アドベンチャー立山営業期間
　　4 月 23 日（土）～ 11 月 6 日（日）
●立山黒部アルペンルート営業期間
　　4 月 16 日（土）～ 11 月 30 日（水）予定
■問合先　富山市観光政策課　☎ 076-443-2072　
　　　　　http://www8.city.toyama.toyama.jp/kanko/
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